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機能性等に着目した地域振興作物の生産拡大に関するシンポジウム 

【パネルディスカッション概要】 

平成 30 年２月 14 日（水） 

岡 山 県 農 業 共 済 会 館 

 

パネリスト等 

中国四国農政局次長 北池 隆（コーディネーター） 

（株）グローバルニュートリショングループ 代表取締役 武田 猛（パネリスト） 

（株）えひめ飲料 企画開発部研究開発課 主任研究員 菅原 邦明（パネリスト） 

農業生産法人ひるぜんワイン有限会社 代表取締役    植木 啓司（パネリスト） 

香川県農政水産部農業生産流通課 副主幹       大川 俊彦（パネリスト） 

中国四国農政局生産部長 片山 信浩（行政代表） 

 

【局次長（コーディネーター）】 

（株）グルーバルニュートリショングループの武田様に、機能性表示食品におけ

る生鮮品の届出がなぜ少ないのか、今後増やすにはどのような取組が必要なのか御

紹介いただきたい。 

 

【武田氏】 

 生鮮品の届出が少ない理由は３つ。１つ目は、生鮮品は成分のばらつきが必ずあ

ること。ばらつきの程度を把握するために、大量に分析する必要があり、多額の分

析費がかかること。国・県が分析を支援した上で、ばらつきを把握して規格に入る

ものが生産できれば取り組んでいけると考える。２つ目は、機能性表示食品は摂取

の方法を記載しなければならないこと。調理方法で成分がどのように変わるかまで

把握しないと届出できない。比べて、栄養機能性食品は、製品の状態での成分量を

把握すればよく、機能性表示食品よりも取組やすいかもしれない。３つ目は、表示

する文言が多すぎて、パッケージのスペースがいっぱいになってしまうこと。この

点は、生鮮品には不利だと感じる。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

続いて、株式会社えひめ飲料の菅原様から、アシタノカラダの開発・販売に伴う

マスコミや消費者の反応と、今後、カンキツを活用した機能性表示食品の開発予定

についてお聞きしたい。 

 

【菅原氏】 

 マスコミは、機能性表示食品制度が始まる前からヒートアップしていた。実際に

平成 27 年４月１日から制度が運用され始めたが、生鮮のみかんと同時期にみかん

100％のアシタノカラダみかんジュースを４月の届出から 10 月の受理審査を経て、
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翌年１月から販売を開始した。その間、マスコミに取り上げられたこともあり、売

上げは約 1.5 倍に伸びた。 

 消費者の方からは、みかんのβ-クリプトキサンチンがまだ認識されていないこ

ともあって、問い合わせもあった。飲んでいただいた消費者には「美味しい」、「濃

いみかんの味がする」、「飲みきりサイズでちょうど良い」等の反応があった。 

 みかんの β-クリプトキサンチンは、多くの研究機関で研究されており、肝臓の

健康維持、血糖値の上昇抑制等さまざまな機能が明らかになっているので、それら

についても機能性表示を検討していきたいと考えている。また、カンキツには様々

な機能性成分が含有されているので、さらに産官学連携の研究を進めていき、科学

的エビデンスに基づいた研究開発型の商品を発売したい。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

次に、ひるぜんワイン有限会社の植木様から、特徴ある商品開発に当たり留意し

ていること、また、今後開発してみたいワインがあればお聞きしたい。 

 

【植木氏】 

 ヤマブドウ栽培を 30 年間ほど続けているが、ヤマブドウに取り組んで良かった

と思えたのはここ最近。良かった点は、他のワイナリーと圧倒的に差別化できるこ

と、そしてヤマブドウ自体に「黄泉の国から逃げ帰るとき投げつけた髪飾り」から

始まるストーリー性があり、純日本製・国産という PR ができるということ。 

 ワインは年に１度しか仕込めないので、試行錯誤の末、10 年前にやっと醸造方法

を確立できた。東北地方と西日本のヤマブドウは地域性の違いもあることから、含

有成分も異なる。その意味では、西日本の特徴を活かしたワインの開発をしていき

たい。対面販売をしていると、地元原料の商品はとても共感してもらえると感じる。

ワインに限らず、地域性を活かした商品をこれからどんどん開発していきたい。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

最後に、香川県の大川様から、「さぬき讃フルーツ」というブランドにおける、

生産者が品質を維持していくための取組と、併せて、さぬき讃フルーツでの新たな

産品・加工品について、お聞きしたい。 

 

【大川氏】 

 品質管理の面では、主にさぬきゴールドの例について話したい。非破壊で糖度分

析を行い、園地ごとに品質を管理している。園地ごとにサンプルを抽出し、実際に

その年の糖度を調べることで、一つ一つの地域がお互いに意識を高め合い、品質向

上につなげている。生産者からは、「今年もさぬき讃フルーツに合格してよかった」

等の声があり、さぬき讃フルーツというブランドを意識しながら栽培している。ま

た、香川小原紅早生みかんについても、地理的表示（ＧＩ）保護制度で登録され、
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その中でも上位級の品質のものをさぬき讃フルーツとしているが、水分コントロー

ル、被覆栽培等による品質管理に努めている。 

 本日、香川県からさぬき讃フルーツへ新たにビワを追加し、プレスリリースした

ところ。「なつたより」という新しい品種で、通常のビワに比べて一回り大きく、

糖度が高く、酸味が抑えられた、柔らかい食味の品種。本日より県内の生産者を募

集している。ビワはデコポンと夏果実の間の６月に出回る果物。このように、年間

を通してさぬき讃フルーツを充実させてブランドとして発展させていきたいと思

う。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

続いては、会場から武田様に質問があったので、お答えいただきたい。栄養強調

表示はどの区分の食品が対象なのか、また、どのような研究データがあれば表示で

きるのか、という質問があった。 

 

【武田氏】 

 栄養強調表示は、食品表示法で規定されており、容器・包装に入っているすべて

の食品が対象。保健機能食品との併用も可能。強調表示の要件は、対象となる成分

とその規格を満たすこと。１ロット分析し、規格を上回っている証拠書類を手元に

残しておけば、特に届出等は必要ない。分析にも費用がかかるので、国が公表して

いる栄養成分表を参照し、規格を上回る見込みのある成分、品目について取り組む

ことをお勧めする。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

次に、菅原様に、アシタノカラダみかんジュースの商品開発につながった産官学

連携を進める上で、ポイントになる点はどのようなことか、また、特に研究機関と

のマッチングはどのようにしたのか、という質問があった。 

 

【菅原氏】 

β-クリプトキサンチンはうんしゅうみかんに特徴的に多く含まれている。100g

あたり１～２mg 程度含有しており、100g あたり 0.3mg 含有するオレンジと比べて

３～７倍も多く含んでいる。当時、当社はみかんジュースを製造していたが、海外

からの輸入オレンジ解禁に太刀打ちするためにうんしゅうみかんの強みを模索し

た。その結果、β-クリプトキサンチンに着目した経緯がある。静岡県の農研機構の

杉浦氏もみかんの β-クリプトキサンチンを研究していたため、同じ研究テーマ、

同じ研究材料ということで、一緒に取り組んできた。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

関連して、静岡県の三ヶ日みかんや広島県の広島みかんは、みかんそのものを機
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能性表示食品として登録しているが、このことについて、愛媛県の動きはどうか。 

 

【菅原氏】 

 機能性表示食品は、事業者のどこかが代表して消費者からの質問に対応しなけれ

ばならないため、生鮮食品の場合、産地全体で取り組む場合は、全農愛媛県本部に

確認していないので詳細はわからないが、取りまとめる事業者が必要となる。生鮮

物の場合は、流通で他の商品と混同するリスク等もあり、県全体で取り組む場合は

これらの責任等の他、いろいろな課題もあるため、今のところ、他県のように愛媛

県内でまとまって登録する方向には向かっていないと感じている。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

次に、植木様に、収穫体験等すばらしい取組だと思うが、今後はどのように発展

させていく予定なのか、という質問があった。 

 

【植木氏】 

収穫体験は、西日本でのヤマブドウの知名度を向上させたくて始めた。体験者に

は、去年採ったヤマブドウで製造したワインの出来を聞かれることもあり、ヤマブ

ドウワインのファンができていると感じている。蒜山の一つのイベントとして、バ

ージョンアップさせるにはどうしたらよいかを検討しているところ。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

引き続き植木様に、蒜山は有名な観光地だが、その観光客をワイナリーの顧客と

して引っ張ってくるために、どのようなことをしているのか、という質問があった。 

 

【植木氏】 

 設立当初に、蒜山のランドマークになるぞという意気込みで、好条件の立地を選

んだ。また、蒜山の情報発信を心がけ、お客様と一言でも言葉を交わすことを大切

にしている。このような取組でリピーターをいかにつくっていくかということが重

要だと考えている。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

続いては、大川様にさぬきキウイっこは、皮と果実が分離するのか、という質問

があった。 

 

【大川氏】 

キウイっこは地元の香川大学と連携して開発した品種。分離すると言うよりは、

皮が普通のキウイより薄く、爪で押すと割れるという特徴がある。また、毛がない

ので掃除の手間も要らず、用途としては、お弁当や学校給食を考えている。 
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【局次長（コーディネーター）】 

  農林水産省では、アシタバは野菜と薬用作物のどちらに分類しているか。野菜の

栄養成分を向上させる取組はしているか、という質問があった。 

 

【生産部長】 

  どちらに分類されるかは使い方による。農林水産省では栄養成分だけを対象にし

た取組は行っていないが、作目によっては特定の成分を高めることを目的とした品

種改良は行われている。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

最後に、会場の皆様から更にご質問等ございましたら、挙手をお願いします。 

 

【質問者】 

 植木様へ伺いたい。資料にヤマブドウの栽培面積を２倍に増やしてもやっていけ

るとあるが、今後増やす予定はあるのか。 

 

【植木氏】 

現在は、自社ほ場３ha、農家５ha の合計８ha で栽培している。過去には 16ha ま

で面積拡大したときもあったが、なかなかヤマブドウの栽培に力を入れて取り組ん

でくれる生産者がいない。ヤマブドウ製品の需要は高く、原料が足りずに岩手県か

ら入手しているのが現状。生産量を増やしていきたいが、生産者が確保できずに悩

んでいるところ。 

 

【局次長（コーディネーター）】 

地域を振興していくための作物に対する着眼点や、生産・品質管理、さらには付

加価値をどのように向上させるかなど、難しい問題について、本シンポジウムが何

らかのヒントになることを願い、本パネルディスカッションを終わりたい。 


